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1. 本研究の背景と目的 

湯ヶ峰（岐阜県下呂市）から産出するガラス質流紋岩、通称「下呂石」は、先史時代に石器石材として

多用され、中部地方はもちろん、時期によっては関東地方や関西地方にまで運ばれた。下呂石の火山

地質学的背景に関して、石崎ら（1998）は湯ヶ峰西側の大崩落地において、層状流紋岩をはさむ上下

で下呂石の産出層準を記載している。演者らの観察によると、下部層に由来する下呂石（LOB）が光沢

をもつ黒色の剝離面を見せるのに対して、上部層に由来する下呂石（UOB）の剝離面は灰色を呈し、

LOB に比べて粗粒な印象を受ける。この産出層準に対応した外観の違いは、石器石材としての下呂石

の流通状況はもとより、風化や石質など下呂石製石器の基礎的な理解（後藤 2002 等）を改めることに

貢献する可能性がある。本研究では、産出層準の異なる二種の下呂石を考古遺物において非破壊で

判別するための客観的指標として、比重が有効であることを示し、その意義を論じる。 

 

2. 研究の対象と方法 

石崎ら（1998）が岩相を記載した湯ヶ峰西側の大崩落地付近で、標高約 1050m の下呂石層（Loc.A）

と約 900m の下呂石層（Loc.B）から下呂石試料を採取した（図 1）。両層の間は、軟質の灰色流紋岩で

満たされている。これらの岩相は、石崎ら（1998）のいう UOB、LOB、BR（層状流紋岩）に対応する。 

UOB、LOB から無作為に 3 点選び、粉砕して 1：5 希釈ガラスビードを作製した。これを波長分散型

蛍光 X 線分析装置（フィリップス社製 MagiX PW2424）で化学組成を調べ、検量線法で定量した。ガラ

スビードの作製過程で、750℃で 6 時間加熱する強熱減量試験を実施した。 

次に、UOB と LOB から 30 点ずつ無作為に抽出し、質量測定と、アルキメデス法による体積測定か

ら比重を求めた。体積測定では、使用した水の温度を調べ、温度変化にともなう水の密度変化をとらえ

て、長倉ほか編（1998）が示す値をもとに測定値

を補正した。体積測定前には試料を水に浸し、

試料の凹凸に気泡が付着するのを抑制した。測

定には電子天秤（A&D 社製 FZ-5000i）を使用

し、付属の床下秤量金具を使って比重を測定し

た。この電子天秤は校正済で、最小表示は

0.01g である。比重測定の精確さを見積もるた

め、純度 99.99％の鉛チップ（佐々木半田工業

株式会社製）を標準試料として用いて検定した。 



 

3. 分析の結果 

 化学組成は UOB と LOB で顕著な差はなく、既知の下呂石の化学組成（杉原編 2014）と概ね一致し

た。一方、強熱減量（LOI）は UOB で 0.01～0.03％、LOB で 0.10～0.15％となり、差が見られた（表 1）。 

比重は UOB で 2.39～2.41（最頻値 2.40）、LOB で 2.42～2.44（最頻値 2.43）となり、排他的な分布を

示した（図 2）。なお標準試料を用いた検定の結果、本研究の有効数字は小数点第 2 位までであった。 

 

4. 比重による下呂石の細分と考古遺物への応用 

UOB と LOB では化学組成こそ共通するものの、外観のみならず水分量に違いがあるとみられる。こ

の違いは、本研究で示したような、水と電子天秤を用いた簡易な比重測定法によって十分に把握できる。 

この方法によれば、下呂石製遺物を完全非破壊で、原材の産出層準に応じて区分することが可能と

なる。UOB が湯ヶ峰山頂付近でしか産出しないのに対し、LOB は湯ヶ峰中腹で産出し、低標高部へ崩

落して随所で崖錐を作っている。UOB と LOB は採取できる場所と量に歴然とした違いがあり、これを考

古遺物において区別しうることで、石器石材原産地としての湯ヶ峰の開発史を高い解像度で描出するこ

とが期待できる。 
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